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修学旅行 行きます！
校 長 古 市 直 彦

新型コロナウイルスの拡大状況が心配される毎日が続いております。最近の長野県の感染状況を調

べてみましたところ、千葉県と比べて圧倒的に少ないことが確認できました（下図参照）。長野県全

体で千葉市とほほ同じレベルです。特に宿泊先の諏訪地区や班別行動で行く松本地区では、８月１日

以降の新規感染者が計１名という状況です（8/26現在）。

決して１００％の安全が確保されたわけではありません

が、学校再開依頼、いろいろなことに耐えながらも、本校

若松中学校の最上級生として、自覚をもち、責任を果たし

ながら頑張ってきた３年生を、出発までの残り３日間で緊

急の変化がない限り、修学旅行に行かせてあげる判断を致

しました。

保護者の皆様の中には、現地の方がどう思われるかを心

配される方もいらっしゃると思いますが、現地の観光業界

の活性化のためにも是非来てほしいという意向であること

も確認致しました。

通常の引率職員（管理職・学年職員・養護教諭）に教務

主任と生徒指導主任等も加え、できる限りの引率体制を整

えて参ります。どうか、ご理解・ご協力の程、よろしくお

願い致します。

＜資料出典＞

・長野県ＨＰ 新型コロナウイルス感染症対策 総合サイト
https://www.pref.nagano.lg.jp/hoken-shippei/kenko/kenko/kansensho/joho/corona.html

・千葉県ＨＰ 新型コロナウイルス感染症への対応について
https://www.pref.chiba.lg.jp/cate/kfk/kenkou-iryou/kenkouzukuri/kansenshou/coronavirus.html



主な行事の様子です

輝く修学旅行に！！
第３学年主任 杉 浦 公 一

先ずは３年生の皆さんと修学旅行に、そして予定通り信州方面に行けることを大変嬉しく思いま

す。中学校生活、最後の１年の中で一番楽しみしていた行事だと言う人も多いことでしょう。修学

旅行とは、文字通り『学習を修める』旅行です。この２年間でしっかり磨き、身に付けてきたこと

を存分に生かし、一生の思い出に残る最高の輝く旅行にしてもらいたいと思います。

そこで、私からはいつも通り、以下の３点をお願いしたいと思います。

① 場所が変わっても、学校でできているＡＢＣを意識して生活すること。

② 実行委員（リーダー）を中心に、スローガンを達成できる行動をすること。

③ 全員がそれぞれの立場で、自分の役割に責任をもち、輝く修学旅行にすること。

この３つのことをしっかりと意識し、スローガンである

【光輝燦然】を達成できる、最高、いや伝説の旅行にしま

しょう。

最後に、感染対策の観点からいくつかの制限や決まりが

あるかと思います。心配はしていませんが、一人一人がし

っかりと高い意識をもって取り組んでいきましょう。

第２回定期テスト（８月２６日・２７日）

本年度２回目の定期テストは、９教科で行いました。

前回のテストからあまり期間がなかったこともあり、テ

スト範囲を重ねたり、同じような問題を再度出題したり

することで、学習内容の定着を

図りました。次回のテストでも、

今回と同じ問題を出題するよう

にします。確実に復習を進める

ようにして下さい。

新職員の紹介
今週より産前休暇をいただきます平野優子先生の代替として、着任

致しました 松尾 楓（家庭科）です。着任してまだ数日ですが、いろ

いろな事を自分達できちんと進めることができる若中生の皆さんに驚

いています。新型コロナウイルスの関係で制限がある中ですが、一緒

に楽しい授業にしていきましょう。よろしくお願い致します。

トイレの改修工事が始まります
かねてから市教委に改善の要望を出しておりましたトイレの改修工事が来週より始まります。校内

の全てのトイレが改修となるため、２年間をかけて段階的に進めて参り

ます。第１段階として、本年度は、生徒棟の西側と特別棟、体育館のト

イレが改修になります。

工事中、生徒の皆さんや来校者の方にはご迷惑をおかけすることにな

りますが、ご理解・ご協力をお願い致します。

学校再開（８月２４日）

１６日間という短い夏休みが明け、

学校生活を再開しました。久しぶりに

登校してきた生徒たちは笑顔がいっぱ

いで、その表情には

「やっぱり学校は楽

しい ｣「また頑張ろ

う」という雰囲気が

あふれていました。


